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通信トラヒックデータによる社会構造の分析 
 
情報通信ネットワークの利用履歴等の各種データは、背後にある社会ネットワ

ークの特性を何らかの形で反映しているはずである。しかし、通信履歴のデー

タ自体中身を詳細に分析するだけでは、例えば組織内の人間関係や法人間の取

引といった「ネットワークの中で起こっている個別の状況」の理解には有効で

あっても、背後にある社会ネットワークの全体像を理解することは難しい。本

研究は、通信ネットワークに現れる各種のベキ乗則を基にして、それらの出現

理由を背後にある社会ネットワークの特性に求めることで、社会ネットワーク

の全体像の理解を目指すものである。これまでの研究では、一般に公開された

トラヒックデータを中心に社会ネットワーク構造の分析を行ってきた。しかし、

社会ネットワーク構造のモデルの検証や拡張を行うためには、一般公開されて

いるデータだけでなく、より詳細なデータを入手・分析する必要がある。今回、

企業の保有する詳細なトラヒックデータを援用することで、社会ネットワーク

モデルの検証と詳細化に成功した。具体的には、社会ネットワークの次数分布

及びクラスタ構造、新サービスへの加入に対するユーザの行動規則、ユーザの

ネットワーク利用頻度に関する性質を明らかにした。この検証においては、あ

る通信サービスから予測される社会ネットワーク構造の妥当性が、別の独立な

通信サービスのデータによって支持されることを確認するなど、表面上のサー

ビス種別に左右されない普遍的な構造の抽出に成功したといえる。また、ユー

ザ間の通信頻度を特徴づけるモデルを考案し、現実のソーシャルネットワーキ

ングサービスであるmixiのユーザ数の経時変化を再現することに成功した。こ
の結果は、口コミ情報の伝搬過程をシミュレーションするための基礎技術であ

り、マーケティング戦略の支援技術への展開の糸口をつかんだ。 
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